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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は626アミノ酸からなるポリペプチドで、マウスMekk3と96.5%同一です。その触媒ドメインは、マウスMekk2、タバコNPK、酵母Ste11など、他のいくつかのキナーゼの触媒ドメインと密接に関連しています。ノーザンブロット解析の結果、普遍的に発現していると思われる4.6kbの転写産物が明らかになりました。このタンパク質は、SEKとMEK1/2をそれぞれ活性化することにより、ストレス活性化タンパク質キナーゼ（SAPK）経路と細胞外シグナル調節タンパク質キナーゼ（ERK）経路を直接制御します。p38経路は制御しません。共トランスフェクションアッセイでは、核因子κB（NFKB）依存性レポーター遺伝子からの転写を促進し、SAPK経路における役割と一致しています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,酵素調節：Thr-530のリン酸化によって活性化される。,機能：タンパク質キナーゼシグナル伝達カスケードの構成要素。NF-κB、AP1、DDIT3転写調節因子の活性化を媒介する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。MAPキナーゼキナーゼキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのOPRドメインを含む。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：多分子複合体において上流の活性化因子と下流の基質の両方に結合する。MAP2K3、RAC1、CCM2との複合体の一部。MAP2K5およびSPAG9と相互作用する。
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	画像データ
	

	MAP3K3抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したMEKキナーゼ3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

